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　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　 植物細胞工学　 175

タ バ コ 培 養 細 胞 に お け る UDP−Glucose ； Scopoletin　 GlucosyltraRsferase

活 性 に 及 ぼ す 2，4−Dの 効果 　 （信 州 大 、繊 維 、応 用 生 物 ）

○ 安 井　強 、 阿部 蔭 子 、 植村 俊 昭 、 小 野 道 之 、 下 坂 　誠 、岡崎光雄

1 ）目的 タ バ コ 培 養細 胞 （Nicotiana 　 tabacum　 L．
”
Bright　 Ye］low

”
T−13．理：1化カ ル ス ）に 2， 4−

dichlorophenoxyacetic 　 acid （2，4−D）を添加す る と UDP−glucose ： scopoletin 　 glucosy1 −

transferase （SGTase ）の 活 性 化 に 伴 い 、　 scopoletin の 配 糖体 で あ る scopolin の 生 産暈が 増大

す る 。 本 研 究 で は 、2，4−D処理 、無処理 の 両 SGTaseの 精製 を行 い 、そ の 酵素的諸性質 を比較

し、2，4−Dに よ る SGTase の 活性 化 機構 に つ い て 検 討 し た 。

2 ）方 法 対 数 増殖 期 の タ バ コ 培養 細胞 に lppmの 2，4−Dを添加 あ る い は 無 添 加の 細 胞 か ら

SGTase を抽 出 した 。 両 SGTase は 、　 Sephadex 　 G−−10G，　 DEAE −celluloset 　 Hydroxyapatitet

Sephadex　G−100カ ラ ム ク ロ マ トグラフ ィ
ーで 精 製 し、諸 性 質 を検 討 した 。

3 ）結 果　得 られ た 標 品 は 、両 SGTase 共 、
　 SDS−PAGEで 均一で 、分子量約 4S， OOOで あ っ た 。

至 適 pllは 2．4−D処 理 の SGTase で p．H7．5、無処 理 の SGTase で pH7．　Oで あ り 、 熱 安定 性 は、前 者 が

後 者 に 比 べ 、多 少安 定 性 が 低 か っ た 。 両SGTase の UDP −glucose 、　 scopoletin に 対す る そ れ ぞ

れ の 基 質 親 和 性 に は 差が な く、活 性 化 エ ネ ル ギ
ー

は 2，4−D処理 の SGTase で 7．　Okcal／mol 、無

処 理 の SGTase で 12．6kcal／mo1 で あ り 、 2，4−D処 理 に よ る活 性化 は 酵 素 触 媒 活性 の み の 増 大 に

よ る もの で あ る こ とが 明ら か に な っ た 。 現 在 、本 酵 素 の cD 貼 の ク ロ
ー

ン 化 に 向け て 実 験 を

進 め て い る 。

Effect 　of 　2，4−D　on 　UDP，Glucose 　：　ScoPoletin　Glucosylt「ansfe 「ase 　Activity　lo

Tobacco 　Cell　Culture

OHasaru 　Yasロi，　鯉aoko 　Abe、　Toshiaki 　Uemura，　Michiyuki 　Onot　Hakoto　Shimosaka

駆土tsuo　Okazaki　〔Dept，　貞pplied　Bio1，r　Fae．　Texitle 　Sci，　＆　Technol．I　Shinshu 　Vniv，）

506
緑 化 植 物 級 胞 （ 毛 状 根 ，苔 類 カ ル ス ） の 光 混 合 栄 養 増 殖

（ 阪 大 ・基 礎 工 ，

酬
熊 本 大 ・理 ）　 ○ 佐 藤 　 仁 ， 宮 岡 正 夫 ， 紀 ノ 岡 正 博 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田 谷 正 仁 t 東 稔 節 治 ，小 野 莞 爾
’

〔 目 的 1 　 二 酸 化 炭 索 を 炭 素 源 と す る 檀 物 細 胞 の 光 独 立 栄 盤 培 養 を 目 的 と し て ，各 糧 植

物 細 胞 の 緑 化 を 行 っ て い る ．本 研 究 で 構 ，緑 化 植 物 細 胞 を 光 混 合 栄 獲 の 条 件 下 で 培 黌 し，

増 殖 特 性 ，ク ロ ロ フ ィ ル 含 盈 な ど に 及 ぼ す 培 餐 条 件 の 彫 響 を 検 討 し た ，

【実 験 方 法 】　 植 物 細 胞 は ． 毛 状 根 と し て パ リ ク プ ン （ lpomoen 　 aguati ．ca ） ， カ ル ス と

し て ぜ ニ ゴ ケ （ Heechsntia 　 pelrmerpha 　 AIS ） お よ び フ タ バ ネ ゼ ニ ゴ ケ （M ．　 paleacea

ver ．　 diOt8ra 》 を 使 用 し た ．培 地 と し て は ，ti　UVashtge ； Skoog （NS ｝液 体 培 地 に 糖 （ シ ョ

糖 ま た は ブ ド ウ 轄 ） を 添 加 し た も の を 主 に 用 い ，約 3eoO 　 lux 光 照 射 下 25 ℃ に て 振 N 培

養 を 行 っ た ，細 胞 量 ば 乾 燥 重 髭 に よ p 測 定 し 1 ク ロ ロ フ ィ ル は ア セ ト ン 抽 出 後 比 色 昆 量

し
．
た ，

【結 果 】 　 従 膚 栄 餐 増 殖 し て い る 白 色 の パ ツ ク ブ ン 毛 状 根 を 光 照 射 下 で 継 代 培 饕 し た と

こ ろ 1 毛 状 根 が 形 態 変 化 す る こ と な く 飆 胞 の 緑 化 が 認 め ら れ た ．こ の 緑 化 毛 状 根 の ク ロ

ロ フ ィ ル 含 量 は 3 ．6 麗 ／g−dry 　 cells で あ り ，細 胞 内 レ ベ ル で の 分 化 が 起 っ て い る こ と

が 示 唆 さ れ た ．一
方 ，ぜ ニ ゴ ケ お よ び フ タ バ ネ ゼ ニ ゴ ケ の カ ル ス 細 胞 は ．極 め て 活 発 な

光 混 合 栄 養 垉 殖 能 を 有 し て お り t ク ロ ロ フ ィ ル 含 還 も 4 ，5m9 ／g −dry 　 cells （ゼ ニ ゴ ケ

カ ル ス 〉，
15 ．6mg ／g 畷 r7 　 eells （ フ タ バ ネ ゼ ニ ゴ ケ カ ル ス ） と 高 い 値 を 示 し た ．現 在 、

こ
1
れ ら 穂 物 細 胞 の 光 混 台 栄 饗 増 殖 に 及 ぼ す 光 強 度 、 二 駿 化 炭 素 分 圧 な ど の 彫 響 を 検 討 中

で あ る ．
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